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1　事業の概要

30年度

２　今後の事業の方向性

30年度
決算額

701,540 千円

職員数 124.65 人

kodomo-katei@pref.nagano.lg.jp
事　業　名 悩みや困難を抱える子どもと女性を守るための対策事業

部局 県民文化部 課・室 こども・家庭課

実施期間 不明 E-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標

総合的に展開する
重点政策

5-5 子ども・若者が夢を持てる社会づくり

事業番号 04 07 02

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 指標及びその達成状況

予
算
額

前年度繰越

補正予算

合計（A)

目指す姿

・配偶者からの暴力の防止等に関する啓発活動を行うとともに、市町村の相談体制強化を支援し、DV被害者等の保護、救
済を図り、自立を支援する。
・市町村や児童相談所等の相談支援体制の質の向上を図るとともに、住民等の児童虐待防止への理解・協力を促進するこ
とにより、児童虐待の予防、早期発見・早期対応等を関係機関の連携のもとに適切に行い、児童虐待（特に死亡等の重症事
例）を防止する。
・「長野県家庭的養護推進計画」に基づき、2029年度に社会的養護に占める家庭養護（里親・ファミリーホーム）の割合が３
分の１となることを目指すとともに、児童福祉法及び「新しい社会的養育ビジョン」で示されている家庭養育優先原則を実現
するため、乳児院等の専門性の活用等により、家庭養育の充実・強化を図る。

（主な実施内容：女性保護事業、児童虐待防止強化事業、里親委託推進事業、社会的養護が必要な新生児等家庭養育推
進事業　など）

Aの
財源

　一般財源

　国庫支出金

14.7% 未達成

　その他

現状
(予算編成時)

・「長野県家庭的養護推進計画（H27～41）」（H30年度中に見直し予定）及び「第４次長野県
配偶者からの暴力の防止及び被害者のための支援基本計画（H28～32）」の推進に向けた
取組を行っている。
・児童虐待相談対応件数が増加する中、相談支援体制の整備や市町村や児童相談所をは
じめとする関係機関の連携強化を図る必要がある。

154,116

当初予算
No 成果指標 29年度

達成状況

　県　債

332,126 353,398

55,000

502,825

4,979

507,804

823,561

-87,605

735,956

21,562 14,463

945,906

371,231

109,000

452,315

13,360

 概算事業費（B（A）+C）

 決　　算　　額（B）

概　算
人　件

費

 職員数（人）

484,355 701,540

122.25 124.65

990,470

1,474,825

1,024,374

1,725,914

128.25

1,053,959

1,999,865

目標に対する

成果の状況
里親等委託率については、16.4％（暫定値）と前年度比1.7ポイント上昇したものの、委託について実親の同意が得られない
ことや児童の行動特性等から施設入所措置としたケースも多く、目標値には2.0ポイント届かなかった。

今後、事業を
どのようにし
ていきたいか

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性

（里親委託推進関係）
・里親の量の確保
・里親の質の担保
・里親支援体制の構築
（家庭福祉相談事業）
・母子・父子自立支援員の研修参加機会の充実
・関係機関とのネットワークづくりの推進

（里親委託推進関係）
児童相談所、包括的里親支援事業を委託する乳児院、里親
支援専門相談員を配置する児童福祉施設等、多様な主体が
連携し、里親制度の広報啓発、里親のニーズに応じた研修
等の実施、地域で里親養育を支える体制整備を進める。
（家庭福祉相談事業）
・様々な研修に参加するため旅費を増額
・ネットワークづくりを促進する、支援関係者の合同研修会の
開催

①　里親等委託の推進状況を評価する指標として適してい
るため

備考
成果指標
設定理由

① 里親等委託率

313,095

 概算人件費 （Ｃ）

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検事業改善シート （30年度実施事業分）

29年度 30年度

目標値

18.4%

成果

16.4%
（暫定）

令和元年度

945,906
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３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

No
プロジェクト

細事業名 30年度　実施内容（実績）
職員数 平成30年度 令和元年度

No （人） （当初） （決算） （当初）

24,913 27,087

児童虐待の発生及び深刻化を防止するため、児童相談所
等対応職員の資質向上を図るとともに、児童虐待及びＤＶ
に関する通告・通報及び相談を24時間365日受け付けた。

0.70 14,369 13,595

女性相談センターの管理、運営、保護を必要とする女性の
一時保護、女性保護施設への入所支援及び緊急避難支
援及びＤＶ防止講演会の開催を行った。

5.70 18,727 17,148 19,366

小規模グループケア化の推進等のため、乳児院等の移転
改築等の施設整備に対する費用を補助した。

0.10 314,136 206,605 410,040

合計 124.65 823,561 701,540 945,906

14,439

(3 児童虐待防止強化事業に統合) 2.10 - - -

子どもの総合相談窓口及び子ども支援委員会の運営、子
どもに関する様々な相談窓口のネットワーク化を図るため
の研修会等を開催した。

2.10 13,800 10,016

15,060

ひとり親家庭への相談指導等の支援、DV被害者等の女性
への助言・支援を実施した。

2.10 26,155

0.10 6,961

児童養護施設入所児童等の生活向上・安全確保を図るた
めの備品・設備の更新等に対し、その費用を補助した。

1.00 486

包括的な里親支援体制を構築するため、また、専門機関
の連携により予期せぬ妊娠に悩む妊婦等への支援を行う
体制を構築するため、乳児院へ事業委託を行った。

0.10 16,992

90.00 130,085

1.00 6,735

児童虐待防止強化事業

児童福祉施設整備事業

女性保護事業

家庭福祉相談事業

486 8,311

児童相談所及び児童一時保護所を運営した。 142,683 147,395

6,822

波田学院（児童自立支援施設）を運営した。 18.35 75,130 60,648 77,082

入所者の入退所、心理学的治療・生活指導、施設設備の
維持管理に関する業務を指定管理者に委託した。
指定管理者：長野県社会福祉事業団

1.00 199,000 197,711 200,843

施設退所者等に対し、家賃や資格取得費用等の貸付を実
施するため、実施主体である長野県社会福祉事業団へ補
助金を交付した。

信州こどもサポート（仮称）
構築事業
（次世代サポート課実施分）

319

困難を有する子どもや家庭に応じて適切な支援機関に確
実に支援情報を引き継ぐための情報共有体制の検討を行
うとともに、地域の見守り人材をモデル市町村を通じて把握
した。

0.30 985 308

14,307 19,142

6,961 -

里親制度の普及促進、里親委託の推進及び里親への支
援等を実施した。

6,159

児童相談所費（児童相談
所運営費、一時保護所運
営費）

児童養護施設等の生活向
上のための環境改善事業

施設における家庭的養護
推進研修事業

子ども支援センター運営事
業

社会的養護が必要な新生
児等家庭養育推進事業

里親委託推進事業

児童養護施設退所者等に
対する自立支援資金貸付
事業

松本あさひ学園運営費

波田学院運営費
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表 □当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

04 07 02

29年度

女性保護事業 女性相談センターの管理、運営
直
接

女性の各般にわたる諸問題の相談、指導助言
平成29年度婦人保護費等に係る国庫返還金

・女性の各般にわたる諸問題の相談、指導助言を実施
・平成29年度婦人保護費等に係る国庫返還金の処理を
行った。

計画通り
○

2,055 2,580 2,050 4,460 6,351

女性保護事業 女性保護

直
接
・
委
託

保護を必要とする女性の一時保護、女性保護施設への
入所支援及び緊急避難支援

未設置市への働き掛けにより、女性相談員が13市に配
置された。
委託先：福祉施設等

計画通り
○

16,732 18,141 16,677 10,797

児童福祉施設整備事業 児童福祉施設の整備
補
助
金

小規模グループケア化の推進等のため、乳児院等の移
転改築等の施設整備を実施

小規模グループケア化の推進等のため、乳児院等3施設
の移転改築等の施設整備を実施した。

計画通り
○

0 314,136 314,136 -106,125 206,605

児童虐待防止強化事業 児童虐待防止対策研修事業
直
接

児童虐待に関わる市町村職員、児童相談所職員、施設
職員を対象とし、必要な知識及び技術を習得するため
の研修を実施

児童虐待に関わる市町村職員、児童相談所職員、施設
職員を対象とし、必要な知識及び技術を習得するため
の研修を実施した。

計画通り
○

1,496 2,275 2,995 2,354

児童虐待防止強化事業
児童虐待・ＤＶ24時間ホットライ
ン

委
託

児童虐待及びＤＶに関する通告・通報及び相談を24時
間365日受付

児童虐待及びＤＶに関する通告・通報及び相談を24時
間365日受け付けた。
委託先：（公社）長野県社会福祉士会

計画通り
○

10,342 11,751 11,374 11,241

児童虐待防止強化事業 児童虐待防止計画策定事業
直
接
- - 　 0 - - -

家庭福祉相談事業
母子・父子自立支援員、女性相談
員の配置

直
接

保健福祉事務所及び女性相談センターに配置し、ひと
り親家庭やDV被害者等に対する相談・支援を実施

保健福祉事務所及び女性相談センターに配置し、ひと
り親家庭やDV被害者等に対する相談・支援を実施し
た。

計画通り
○

25,321 28,775 26,155 24,913

子ども支援センター運営事業 子どもの総合相談窓口の運営
直
接

子どもや保護者、学校・施設関係者等からの子どもに
関する相談に対応

子どもからの相談や保護者、学校・施設関係者等から
の子ども・子育てに関する相談に対応した。
（H30年度：897件）

計画通り
○

12,343 13,117 13,020 9,527

子ども支援センター運営事業 子ども支援委員会の開催
直
接

子どもの人権侵害の救済申出案件の調査・審議、相談
対応への助言等

子ども支援委員会を開催した。
（H30：６回開催）

計画通り
○

859 780 780 489

施設における家庭的養護推進研修
事業

家庭的養護推進研修事業
直
接
- - 　 623 - - -

児童養護施設等の生活向上のため
の環境改善事業

小規模グループケア実施のための
改修、児童の安全確保のための備
品整備等、ファミリーホーム等開
設支援

補
助
金

児童養護施設入所児童等の生活向上・安全確保を図る
ための備品・設備の更新等に対し、その費用を補助

入所児童等の生活向上・安全確保を図るための備品・
設備の更新等に対し、ファミリーホーム1か所について
その費用を補助した。

計画通り
○

17,840 1,850 486 486

児童相談所費（児童相談所運営
費、一時保護所運営費）

児童相談所運営費
直
接

児童福祉についての相談、調査、判定及び指導
児童福祉についての相談、調査、判定及び指導を行っ
た。

計画通り
○

43,009 51,875 45,835 51,179

児童相談所費（児童相談所運営
費、一時保護所運営費）

児童一時保護所運営費

直
接
・
委
託

児童相談所長が必要と認めた児童の一時保護の実施又
は委託

児童相談所長が必要と認めた児童の一時保護の実施又
は委託を行った。
委託先：福祉施設等

計画通り
○

73,888 89,339 84,250 14,060 91,504

6

7

8

3

30年度　実施内容（予定）

県民文化部 こども・家庭課課・室

8

悩みや困難を抱える子どもと女性を守るための対策事業

30年度
実施
状況

部局
事業番号

事　業　名

細事業名

30年度

30年度　実施内容（実績）
当初
(千円)

要求
(千円)

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

4

5

5

1

細事業
No

1

2

3

3

項目

実
施
方
法
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29年度

30年度　実施内容（予定）

県民文化部 こども・家庭課課・室悩みや困難を抱える子どもと女性を守るための対策事業

30年度
実施
状況

部局
事業番号

事　業　名

細事業名

30年度

30年度　実施内容（実績）
当初
(千円)

要求
(千円)

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

細事業
No

項目

実
施
方
法

波田学院運営費 波田学院運営

直
接
・
委
託

・児童福祉についての相談、調査、判定及び指導
・入所児童の食事（給食）の調理業務委託

・入所者の入退所、自立支援、施設設備の維持管理
・入所児童の食事（給食）の調理業務を委託により実
施、2019～2021年度業務に関する委託契約を締結し
た。
委託先：㈱メフォス

計画通り
○

78,407 89,991 75,130 60,648

松本あさひ学園運営費
施設業務及び施設設備管理に関す
る業務

指
定
管
理

入所者の入退所、心理学的治療・生活指導、施設設備
の維持管理に関する業務を指定管理者に委託

入所者の入退所、心理学的治療・生活指導、施設設備
の維持管理に関する業務を指定管理者に委託した。
指定管理者：長野県社会福祉事業団

計画通り
○

198,000 199,000 199,000 197,711

松本あさひ学園運営費 入所者の処遇向上のための補修等
直
接

- - 　 8,861 - - -

松本あさひ学園運営費
指定管理者選定委員会、第三者評
価委員会の運営

直
接

- - 　 54 - - -

児童養護施設退所者等に対する自
立支援資金貸付事業

児童養護施設退所者等に対する自
立支援資金貸付

補
助
金

施設退所者等に対し、家賃や資格取得費用等の貸付を
実施（返還免除条件付）

施設退所者等に対し、家賃や資格取得費用等の貸付を
実施するため、実施主体である長野県社会福祉事業団
へ補助金を交付した。

計画通り
○

5,799 6,961 6,961 6,961

里親委託推進事業 里親委託業務及び普及啓発

直
接
・
委
託

里親制度の普及促進、里親委託の推進及び里親への支
援等を実施

・新たに2施設に里親支援専門相談員を配置（Ｈ30年末
時点で計8施設）し、里親制度の広報啓発や里親養育支
援を行った。

計画通り
○

7,196 6,735 6,735 6,159

社会的養護が必要な新生児等家庭
養育推進事業

乳児院による包括的里親支援事業
委
託

乳児院による、里親の新規開拓から里親委託後の養
育・相談までを一貫して担う質の高い里親養育体制を
構築

乳児院による、里親の新規開拓から里親委託後の養
育・相談までを一貫して担う質の高い里親養育体制を
構築するため、事業委託を行った。

計画通り
○

- 9,964 9,964 9,150

社会的養護が必要な新生児等家庭
養育推進事業

予期せぬ妊娠に悩む妊婦等支援事
業

委
託

産科医療機関、乳児院等の専門機関の連携により、予
期せぬ妊娠に悩む妊婦等への支援を行う体制を構築

乳児院が、産科医療機関、市町村等の関係機関と連携
して、予期せぬ妊娠に悩む妊婦等への支援を提供する
体制を構築するため、事業委託を行った。

計画通り
○

- 6,972 7,028 5,157

信州こどもサポート（仮称）構築
事業
（次世代サポート課実施分）

・情報共有ツール開発のための検
討会開催
・見守り人材の調査に係る経費

直
営

・ライフステージに対応する支援機関に、支援情報を
引き継ぐための情報共有ツールの開発
・地域の見守り人材の拡大・連携を推進するため、人
材の実態調査を実施。

・困難を有する子どもや家庭に応じて適切な支援機関
に、支援情報を引き継ぐための情報共有体制の検討し
た。
・地域の見守り人材をモデル市町村を通じて把握し
た。

計画通り
○

0 4,555 985 0 308

502,825 858,797 823,561 -87,605 701,540
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